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設立趣意（要旨） 会員

事業内容

新型コロナウイルス感染症の世界的感染拡大は、現在も国内

外で人々の健康や社会経済活動に甚大な損害を与えていま

す。また、今後新たな変異株や未知の感染症の発生も懸念さ

れています。こうした状況を踏まえて、感染症対策を講じな

がら社会経済活動を進める、感染症リスクに対してレジリエ

ントな社会を構築していく必要があります。

下水サーベイランスは、下水が持つ地域内の感染症等の流行

状況を計測するためのツールであり、人々の健康と衛生を維

持するために有効な情報を提供します。下水サーベイランス

の社会実装には、下水サーベイランスに関わる産学を含む関

係者の横断的な連携と実施体制の構築が不可欠であり、取組

みを推進していくプラットフォームが必要です。

このような認識のもと、今般、コンサルティング、採水等作

業、検査業務、理化学機械器具製造・販売、試薬等製造・販

売、施設維持管理等の業務を担う民間企業と学識者が連携

し、下水サーベイランスの社会実装を推進する一般社団法人

日本下水サーベイランス協会を設立いたしました。

本協会は、日本における社会実装に向けた取り組みを海外に

も積極的に発信し、海外と連携をとって事業を推進していく

所存です。

①下水サーベイランスの社会実装に関する調査・研究・支援

②下水サーベイランスの社会実装に資する指針の策定、基準
の策定、資格の制定等

③下水サーベイランスの全国的展開の体制整備と普及推進方
策の確立・実施

④下水サーベイランスに関し、関係官公庁の施策等に対する
協力、要望提出、具申等

⑤下水サーベイランスに関する国内外の情報の収集と会員へ
の提供、機関誌の発行等

⑥下水サーベイランスに関する研究発表会、講習会等の開催

⑦前各号に掲げる事業に付帯又は関連する事業

◎正会員（50音順）
株式会社AdvanSentinel
株式会社NJS
管清工業株式会社
株式会社グッドハウス
株式会社建設技術研究所
JNC株式会社
塩野義製薬株式会社
株式会社島津製作所
株式会社島津テクノリサーチ
株式会社水道アセットサービス
株式会社東京設計事務所
東洋テックビルサービス株式会社
株式会社日水コン
株式会社FINDi
株式会社ブレス

◎特別会員（50音順）
北島　正章 北海道大学 大学院工学研究院 環境工学部門 准教授
原本　英司 山梨大学 大学院総合研究部附属 国際流域環境研究センター 教授
本多　 了 金沢大学 地球社会基盤学系 教授

日本下水サーベイランス協会について

特別顧問

理
事
会

総務委員会

企画委員会

技術委員会

協会の運営、広報活動、会員募集

事業計画策定、官公庁提案活動

技術ガイドライン作成、講習会等

組織図

山本　有二（衆議院議員） 自由民主党政務調査会
下水道・浄化槽対策 特別委員会 委員長
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